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1. CLIへのアクセス設定
QNAP SAS JBOD エンクロージャーには、Windows、macOS、Linux コンピューター上のターミナルエミュ
レーターを使用してエンクロージャーを設定するために使用するコマンドラインインターフェイス  (CLI) が
付属しています。

この作業にはコンソールケーブルと USB アダプターが必要です。コンソールケーブルは SAS JBOD に付属
していますが、USB アダプターは別途用意する必要があります 。アダプターの USB コネクターがお使いの
コンピューターの USB ポートに適合していることを確認してください 。

1. デバイスをオンにします。

2. コンソールケーブルの片端を 3.5 mm ライン出力ジャックに接続します。 
3.5 mm ライン出力ジャックの位置については、SAS JBOD ユーザーガイドのリアパネルの項を参照し
てください。

3. コンソールケーブルの反対側を USB アダプターに接続します。

4. お使いのコンピューターの空いている USB ポートを見つけ、そこにアダプターの USB コネクターを差
し込みます。
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2. ターミナルエミュレーターによる CLIのアクセス
Windows では、CLI にアクセスするにはターミナルエミュレーターを使用する必要があります。macOS お
よび Linux では、ターミナルを使用します。QNAP では、このユーザーガイドでは Windows 用のオープンソ
ースのターミナルエミュレーターである Tera Term を使用します。このタスクでは、ご利用のコンピュータ
ーが SAS JBOD に正常に接続されていることが前提です。

1. Tera Term は、https://ttssh2.osdn.jp/index.html.en からダウンロードし、画面の指示にしたがってソフ
トウェアをインストールします。

2. Tera Term を開きます。 
Tera Term: New connection (新しい接続)ウィンドウが開きます。

3.［Cancel (キャンセル)］をクリックします。

4.［Setup (セットアップ)］ > ［Serial Port (シリアルポート)］に進みます。 
Tera Term: Serial port setup and connection (シリアルポート設定と接続)ウィンドウが開きます。

5. 接続するポートを確認します。

a.

を右クリックし、［Device Manager (デバイスマネージャー)］を選択します。 
Device Manager (デバイスマネージャー)ウィンドウが開きます。

b.［Ports (COM & LPT) (ポート(COMと LPT))］をクリックしてから、ポートが SAS JBOD に接続
されていることを確認します。

6.［Port (ポート)］と［Speed (スピード)］を選択します。

a. SAS JBOD に接続されているポートを選択します。

b. スピードは［115200］を選択します。 

注
使用するターミナルエミュレーターによっては、ポートとスピードを入力する必要があります。
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7. 任意: 残りのオプションを設定します。

8.［New open (新規接続)］をクリックします。

9. ENTER を押します。 
SAS JBOD が Tera Term に接続します。

10. デフォルトパスワードを入力します。 

注
デフォルトのパスワードは 00000000 です。

これで CLI を利用できます。
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3. 決まりと CLIコマンド
次の表は、本書で使用される表記上の規則を説明したものです。

規則 説明
[] この規則は、オプションの値を示します。

例：[a | b] の場合、a か b を選ぶ、あるいは何も選ばないことができま
す。

{} この規則は、必須の値を示します。
例：{a | b} の場合、a か b を選ぶ必要があります。

| この規則は、2 つ以上の中から 1 つを選ぶことを示します。
<> この規則は、プレースホルダーを示し、ユーザーまたはシステムによっ

て入れ替えられます。

次の表は、利用可能な全 CLI コマンドを示しています。それぞれのコマンドには少なくとも次の 3 つのセク
ションが含まれます。

セクション 説明
説明 このセクションは、コマンドの目的を示します。
コマンド このセクションは、CLI として入力するメインのコマンド 、またはコマ

ンド全体となります。
文法 このセクションは、メインのコマンドに追加される必須あるいはオプシ

ョンのパラメーターを示します。
オプションと必須のパラメーターを区別する方法については 、［決まり］
をご覧ください。

パラメーター このセクションは、CLI における必須あるいはオプションとして入力す
る引数とそのとり得る値を示します。

例 このセクションは、CLI におけるコマンドの例を示します。

デバイスアクセス
このセクションでの CLI コマンドは、デバイスアクセスに関連したものです。

ヘルプ
説明

利用可能なすべてのコマンドを表示します。

コマンド

help
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例

シェルのログアウト
説明

CLI からログアウトします。

コマンド

lo

例

ニックネーム
説明

デバイスのニックネームを表示または変更します。

コマンド

nickname

文法

nickname [<xxx>]

パラメーター

<xxx>
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デバイスに対する新しいニックネームを入力します。

例

この例では、デバイスについている今のニックネームを表示して 、それを変更します。

パスワードの設定
説明

CLI に対する新しいログインパスワードを設定します。

コマンド

setpass

注
新しいパスワードは 8 文字までの ASCII 文字を入力してください。

例

この例では、新しいパスワードを 00000000 に設定しています。

システムコマンド
このセクションでの CLI コマンドは、システムのコントロールに関連したものです。

システム情報
説明

システム情報およびファームウェア情報を表示します。

コマンド

systeminfo
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例

システムステータス
説明

チップおよび ENC の温度を表示します。

コマンド

system status

例

SASアドレスの取得
説明

現在のポートの SAS アドレスを表示します。

コマンド

sasaddr

例
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ルートテーブルの読み込み
説明

特定の宛先アドレスに対するデフォルトルートとルートを表示します。

コマンド

rtr

文法

rtr [d | z | dz]

パラメーター

パラメーター/値 説明
なし 非ゼロの SAS アドレスをもつ有効化されているルートを表示します。
d 無効化されているルートを表示します。
z SAS アドレスをもっていないルートを表示します。
dz すべてのルートを表示します。

例

次の例は、デフォルトの出力を表示します。

全物理層の情報を表示
説明

物理層の情報を表示します。

コマンド

phyinfo

文法

phyinfo [help | edfb | power | up | cable | <phynum>]

パラメーター

パラメーター/値 説明
なし デフォルトの出力を表示します。
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パラメーター/値 説明
help 物理ヘルプ情報を表示します。
edfb EDFB 情報を表示します。
power 電源管理情報を表示します。
up 接続されている物理層を表示します。
cable ケーブル管理情報を表示します。
<phynum> 指定の物理層の番号情報を表示します。

例

次の例は、デフォルトの出力を表示します。

次の例は、ケーブル管理情報を表示します。

全物理層カウンタの情報を表示またはリセット
説明

物理層カウンタを表示またはリセットします。
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コマンド

counters

文法

counters [config | event | reset]

パラメーター

パラメーター/値 説明
なし 物理層のエラーカウンタと一般ブロードキャストカウンターを表示し

ます。
config 物理層のイベント構成を表示します。
event 物理層のイベントカウンタを表示します。
reset 物理層のすべてのカウンタをリセットします。

例

次の例は、デフォルトの出力を表示します。

デバイスコントロール
このセクションでの CLI コマンドは、デバイスコマンドに関連したものです。

リンクレート
説明

SAS JBOD がリンクされている他のデバイスと通信が可能な最大および最小速度を表示します。
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コマンド

link

例

リンクレート制御
説明

物理層の最大および最小速度を設定します。

文法

link {<phynumber> <maximum speed> <minimum speed>}

パラメーター

パラメーター/値 説明
<phynumber> 物理層の番号を指定します。
<maximum speed> 最大速度を設定します。

注
速度は 3、6、12 のいずれかを設定できます。

<minimum speed> 最小速度を設定します。

注
速度は 3、6、12 のいずれかを設定できます。

例

この例では、phy 0 に 6 および 3 の最大および最小速度を設定します。
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ファン速度
説明

名前、速度の状態、現在の速度、ファンの全般的状態を表示します。

コマンド

fan

例

ファンスピードコントロール
説明

ファンの速度を設定します。

コマンド

fan

文法

fan {<fan speed>}

パラメーター

<fan speed>

auto または 1～7 の間の数字を入力します。

例

次の例は、ファンの速度をデバイスの現在の状態に合わせるよう自動に変更します。

次の例は、ファンの速度を 2 に変更します。
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EDFBの有効化、無効化
説明

EDFB を有効化または無効化します。

コマンド

edfb

文法

edfb {on | off}

パラメーター

パラメーター/値 説明
on EDFB を有効にします。
off EDFB を無効にします。

例

次の例は、EDFB を有効にしてから、無効にします。

ディスクの検索
説明

ディスクをその位置で探します。

コマンド

locate

文法

locate {<disk number>}

パラメーター

<disk number>

ディスク番号を入力します。
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例

次の例は、ディスク 1 を探しています。

ブザーの有効化、無効化
説明

ブザーを有効化または無効化します。

コマンド

buzzer

文法

buzzer {on | off}

パラメーター

パラメーター/値 説明
on ブザーを有効にします。
off ブザーを無効にします。

例

次の例は、ブザーを有効および無効にします。

ゾーン名
説明

ゾーンの情報を設定します。

コマンド

phyzone

文法

phyzone {on | off | default | get | clr <group number> | clr all | <group
number> <start slot> <end slot> <SAS port>}
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パラメーター

パラメーター/値 説明
on ゾーンを有効にします。
off ゾーンを無効にします。
default ゾーンをデフォルト設定にします。
get ゾーンのステータスと今のグループを表示します 。
clr ゾーン設定を消去します。
<group number> ゾーンに指定のグループ番号を設定します 。

注
0 から 7 の間の数を入力してください。

<start slot> ゾーングループを指定のスロット番号で始まるように設定します 。
<end slot> ゾーングループを指定のスロット番号で終わるように設定します 。
<sas port> 指定の SAS ポートにゾーンを設定します。

注
SAS ポートは c1 から c4 の間で入力します。

例

次の例では、ゾーンをオン、オフ、およびそのデフォルト設定にします。

次の例では、すべてのゾーン設定を消去してからゾーンのステータスを表示します 。

次の例では、ゾーン 0 の設定を消去してからゾーンのステータスを表示します 。
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次の例では、ゾーングループを指定の開始および終了スロットで 0 に設定し、SAS ポートを 1、8、c1 に設
定してからゾーンのステータスを表示します 。

エキスパンダーのリセット
説明

デバイスをリセットします。

コマンド

reset

注
デバイスをリセットした後は、デバイスのパスワードの入力が必要になります。

例
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